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れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
多
々
あ
り
、
勝
ち
を
追
求
す
る
過

程
の
中
に
尊
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
心
身
の
鍛
錬
を
通
し
て
、
将
来
、
集
団
や
社
会

を
背
負
っ
て
立
つ
た
め
に
役
に
立
つ
大
切
な
資
質
を

磨
く
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
「
き
ら
め
き
未
来
塾
２
０
１
４
」
と
し
て
、

同
じ
世
代
の
高
校
生
が
全
国
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

互
い
に
刺
激
を
受
け
る
の
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
す
ね
。
講
義
を
担
当
す
る
講
師
の
方
々
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
あ
り
、
し
か
も
自
分
を

見
極
め
た
方
ば
か
り
で
す
か
ら
、
感
化
さ
れ
学
ぶ
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
た
か
だ
か
数
日
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の

を
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
は
、
人
間
が
成
長
す
る
の
は
行
動
を
通

じ
て
で
し
か
あ
り
え
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
く

ら
た
め
に
な
る
話
を
聞
い
た
り
、
良
い
本
を
読
ん
だ

り
し
て
も
、
そ
れ
は
頭
で
わ
か
っ
た
つ
も
り
に
な
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。
大
切
な
の
は
そ
の
先
に
何
が
で

き
る
の
か
、
ま
ず
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
何
か
を
実
行
す
る
時
、
人
間
の
行
動
と
い
う
の
は

心
に
支
配
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
た
と
え
辛
く
て
困

難
な
こ
と
に
で
も
立
ち
向
か
っ
て
い
く
強
い
心
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
身
に
つ
け
る
の
に

ス
ポ
ー
ツ
は
最
高
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
人
間
と
い
う
の
は
練
習
し
て
努
力
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
勝
ち
た
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
気
持
ち
が

さ
ら
に
高
ま
れ
ば
、
不
思
議
と
自
分
の
こ
と
よ
り
も

チ
ー
ム
が
勝
つ
た
め
に
何
を
す
べ
き
な
の
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
損
得
抜
き
で
チ
ー
ム

プ
レ
ー
に
徹
す
る
行
動
が
生
ま
れ
て
く
る
も
の
な
ん

で
す
。
自
分
の
利
益
ば
か
り
を
追
い
求
め
る
よ
う
な

リ
ー
ダ
ー
と
い
う
の
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
で
は
、
も
ち
ろ
ん
勝
つ
か
負
け

る
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
腹
を
く
く
る
と
い
う

の
も
良
い
経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
人
間
が
何
か

を
す
る
と
き
に
、
阻
む
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
自
分
自
身
の
不
安
な
気
持
ち
や
迷
い
で
し
ょ
。

腹
を
く
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
自
分
自
身

か
ら
解
き
放
た
れ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
だ

か
ら
、
自
分
の
側
か
ら
自
由
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
い

い
ん
で
す
。
人
生
は
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、

理
不
尽
な
こ
と
も
、
目
の
前
の
道
を
ふ
さ
ぐ
壁
だ
っ

て
あ
り
ま
す
よ
。
勝
つ
こ
と
が
す
べ
て
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
う
し
た
も
の
に
打
ち
克
つ
た
め
に
、
自

分
の
限
界
を
打
ち
破
っ
て
い
く
た
め
に
、
勝
ち
に
こ

だ
わ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と
い
う
の
は
と
て
も
良

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
勝
つ
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら

「チームミーティング」の一つ
では、体と声を使ったボディー
パーカッションをチームで考え、
みんなの前で披露した

1940年、京都市生まれ。防衛大学中
退後、京都大学工学部入学しアメフト部
に入部。京大大学院工学研究科終了後、
同部コーチを務め、1980～2011年
まで専従で監督を務める

水野彌一（みずの・やいち）

名
門
私
学
探
訪
⑱

１
８
８
６
（
明
治
19
）
年
、
砂
本
貞
吉
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た

私
塾
・
広
島
女
学
会
は
、
聖
書
と
英
語
を
教
え
る
も
の
だ
っ
た
。

創
立
か
ら
１
２
８
年
の
時
を
経
た
今
も
な
お
、
創
設
者
の
理
念
は

息
づ
き
、
さ
ら
に
新
た
な
歩
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

広
島
女
学
院

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

と
し
て
踏
み
出
す
一
歩
に
注
目
！
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１．天気の好い日は中庭でお弁当を食べる生徒たち。
校母ゲーンス先生の銅像が見守っているよう。２．中3
「美術」では、田畑先生と生徒たちとのつながりに温
かいものを感じた。３．国語科の中先生は同校の出身。
世代を超えて生徒たちと共感できるものがあるのは素
晴らしい

　
「
本
校
は
今
年
で
、
創
立
か
ら
１
２
８
年

を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
文
部
科
学
省

の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
キ
リ

ス
ト
教
的
な
も
の
の
見
方
を
通
し
て
、
こ
れ

ま
で
本
校
で
培
っ
て
き
た
『
平
和
教
育
』

『
人
権
教
育
』
『
国
際
教
育
』
の
三
つ
を
一

本
の
大
き
な
柱
、
『
Ｐ
Ｓ
（
ピ
ー
ス
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
）
』
と
い
う
形
で
統
合
し
、
さ
ら

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

物
事
を
一
方
的
な
立
場
か
ら
だ
け
で
見
る
の

で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
他
者
の
視
点
で
も

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
し
な
や
か
な
女

性
リ
ー
ダ
ー
を
育
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん

で
す
」

　
そ
う
語
る
の
は
、
校
長
と
し
て
５
年
目
と

な
る
星
野
晴
夫
先
生
。
長
年
、
教
員
と
し
て

同
校
と
と
も
に
歩
ま
れ
て
き
た
先
生
。
穏
や

か
な
語
り
口
の
中
に
強
い
信
念
を
感
じ
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し

た
独
自
の
教
育
理
念
に
裏
付
け
さ
れ
た
同
校

だ
が
、
こ
こ
数
年
の
進
学
校
と
し
て
の
躍
進

も
見
逃
せ
な
い
。

　
関
西
エ
リ
ア
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
き
な

コ
ー
ス
編
成
は
な
い
も
の
の
、
高
１
か
ら
の

科
目
自
由
選
択
制
度
で
大
き
く
文
系
と
理
系

に
分
か
れ
、
高
２
か
ら
は
「
国
公
立
文
系
難

関
」
「
国
公
立
文
系
」
「
国
公
立
外
語
系
」

と
、
「
私
立
文
系
・
芸
術
系
」
「
国
公
立
理

系
難
関
」
「
国
公
立
理
系
」
に
対
応
し
た
科

目
選
択
が
で
き
る
。
多
彩
な
進
路
ニ
ー
ズ
を

持
つ
同
校
の
生
徒
た
ち
は
国
内
だ
け
で
な
く
、

海
外
の
大
学
へ
も
進
学
し
て
い
る
。

　
日
々
の
授
業
の
中
で
学
び
の
本
質
に
迫
り
、

放
課
後
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
学
習
サ
ポ

ー
ト
も
徹
底
し
て
行
う
同
校
。
基
礎
力
や
応

用
力
を
強
化
す
る
た
め
に
中
学
と
高
校
を
つ

な
ぐ
時
期
に
「
ハ
イ
レ
ベ
ル
セ
ミ
ナ
ー
」
も

行
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
手
厚
い
指
導
の
成
果

は
、
２
０
１
４
年
の
大
学
合
格
者
（※

現
役

生
の
み
）
を
見
て
も
は
っ
き
り
と
う
か
が
え

る
。
京
都
大
学
２
名
、
大
阪
大
学
７
名
、
神

戸
大
学
１
名
、
地
元
の
名
門
・
広
島
大
学
に

15
名
、
県
立
広
島
大
12
名
、
広
島
市
立
大
４

名
と
い
う
実
績
を
残
し
て
お
り
、
２
０
９
名

の
卒
業
生
の
う
ち
国
公
立
大
学
に
は
64
名
が

合
格
し
て
い
る
。

　
長
年
、
進
路
指
導
部
を
担
当
し
、
現
在
は

高
校
教
頭
を
務
め
る
渡
辺
信
一
先
生
は
、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
に
あ
っ
た
進
路
が
あ
る

は
ず
で
、
教
師
側
も
で
き
る
だ
け
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
は
本
校
の
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
決

し
て
志
向
が
内
向
き
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
常
に

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
主
体
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
語
る
。

次
世
代
に
何
を
つ
な
ぐ
か
、

常
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
考
え
る

広
島
女
学
院

同校の展望を語る校長･星野晴夫先生（左）
と高校教頭･渡辺信一先生（右）

教師と生徒の関わりの中にある大切なもの

広島県内唯一となるスーパーグローバル
ハイスクール（ＳＧＨ）指定校に！

名門私学探訪⑱ 広島女学院

中平先生が行う中２「生
物」の授業。オオカナダモ
に、ＢＴＢ溶液を用いて二
酸化炭素が光合成に使われ
ていることを確認する。身
近な生活の話を例に出しな
がら、うまく生徒たちの関
心をひきつけられていた

　2014年から文部科学省がスタートさせた新たな取り
組みは、将来、国際社会の中で幅広く活躍できる人材を
育成することだった。ビジネスの場はもちろん、地球サ
イズというグローバルな視点で物事をとらえ、その中で
課題を見つけ、解決に導くリーダーの育成でもある。こ
うくれば、まさに広島女学院の創設から現在に至る経緯
とぴったり重なりあう。世界に通じる語学教育と世界に
発信する平和へのアピールは、同校の存在意義に関わる
部分でもある。過去から未来へと、心でつなぐネットワ
ークは同校の真骨頂でもある。

SGH

高２「聖書」は「聖書袋を作って新入生に贈ること」についてディ
ベートを（写真左･下）。「これこそ伝統」「先輩としての思いがこ
こに詰まっている」「迎えられたと実感できるのでは」という賛
成派。反対派には「義務感」「勉強時間がなくなる」などの声も

「本校のめざすグローバル・リーダー像というの
は『核の惨禍のない世界を創り出すしなやかな女
性』なんです。そのためには、自らがしっかりと
した平和観を持ち、他者とつながるコミュニケー
ション力も必要ですし、行動力も求められます。
英語科や社会科だけでなく、あらゆる教科教育と
の連携の中で、育てていきたいと考えています」
そう語るのは社会科でＳＧＨ担当の安宅弘展先生。

広島女学院がSGHとして育む人材とは

女学院関係者の被爆体験など数
多くの手記が集められた『夏
雲』は平和学習に欠かすこと
のできない教材。英訳された
『Summer Cloud』も英語の授
業で使用され、同校出身の絵本
作家・森本順子さんの作品はオ
ーストラリアの学校でも副教材
になっているという。写真右は
アメリカ軍によって撮影された
原爆投下前と投下後の学院付近
の様子

1
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１．天気の好い日は中庭でお弁当を食べる生徒たち。
校母ゲーンス先生の銅像が見守っているよう。２．中3
「美術」では、田畑先生と生徒たちとのつながりに温
かいものを感じた。３．国語科の中先生は同校の出身。
世代を超えて生徒たちと共感できるものがあるのは素
晴らしい

　
「
本
校
は
今
年
で
、
創
立
か
ら
１
２
８
年

を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
文
部
科
学
省

の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
キ
リ

ス
ト
教
的
な
も
の
の
見
方
を
通
し
て
、
こ
れ

ま
で
本
校
で
培
っ
て
き
た
『
平
和
教
育
』

『
人
権
教
育
』
『
国
際
教
育
』
の
三
つ
を
一

本
の
大
き
な
柱
、
『
Ｐ
Ｓ
（
ピ
ー
ス
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
）
』
と
い
う
形
で
統
合
し
、
さ
ら

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

物
事
を
一
方
的
な
立
場
か
ら
だ
け
で
見
る
の

で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
他
者
の
視
点
で
も

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
し
な
や
か
な
女

性
リ
ー
ダ
ー
を
育
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん

で
す
」

　
そ
う
語
る
の
は
、
校
長
と
し
て
５
年
目
と

な
る
星
野
晴
夫
先
生
。
長
年
、
教
員
と
し
て

同
校
と
と
も
に
歩
ま
れ
て
き
た
先
生
。
穏
や

か
な
語
り
口
の
中
に
強
い
信
念
を
感
じ
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し

た
独
自
の
教
育
理
念
に
裏
付
け
さ
れ
た
同
校

だ
が
、
こ
こ
数
年
の
進
学
校
と
し
て
の
躍
進

も
見
逃
せ
な
い
。

　
関
西
エ
リ
ア
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
き
な

コ
ー
ス
編
成
は
な
い
も
の
の
、
高
１
か
ら
の

科
目
自
由
選
択
制
度
で
大
き
く
文
系
と
理
系

に
分
か
れ
、
高
２
か
ら
は
「
国
公
立
文
系
難

関
」
「
国
公
立
文
系
」
「
国
公
立
外
語
系
」

と
、
「
私
立
文
系
・
芸
術
系
」
「
国
公
立
理

系
難
関
」
「
国
公
立
理
系
」
に
対
応
し
た
科

目
選
択
が
で
き
る
。
多
彩
な
進
路
ニ
ー
ズ
を

持
つ
同
校
の
生
徒
た
ち
は
国
内
だ
け
で
な
く
、

海
外
の
大
学
へ
も
進
学
し
て
い
る
。

　
日
々
の
授
業
の
中
で
学
び
の
本
質
に
迫
り
、

放
課
後
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
学
習
サ
ポ

ー
ト
も
徹
底
し
て
行
う
同
校
。
基
礎
力
や
応

用
力
を
強
化
す
る
た
め
に
中
学
と
高
校
を
つ

な
ぐ
時
期
に
「
ハ
イ
レ
ベ
ル
セ
ミ
ナ
ー
」
も

行
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
手
厚
い
指
導
の
成
果

は
、
２
０
１
４
年
の
大
学
合
格
者
（※

現
役

生
の
み
）
を
見
て
も
は
っ
き
り
と
う
か
が
え

る
。
京
都
大
学
２
名
、
大
阪
大
学
７
名
、
神

戸
大
学
１
名
、
地
元
の
名
門
・
広
島
大
学
に

15
名
、
県
立
広
島
大
12
名
、
広
島
市
立
大
４

名
と
い
う
実
績
を
残
し
て
お
り
、
２
０
９
名

の
卒
業
生
の
う
ち
国
公
立
大
学
に
は
64
名
が

合
格
し
て
い
る
。

　
長
年
、
進
路
指
導
部
を
担
当
し
、
現
在
は

高
校
教
頭
を
務
め
る
渡
辺
信
一
先
生
は
、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
に
あ
っ
た
進
路
が
あ
る

は
ず
で
、
教
師
側
も
で
き
る
だ
け
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
は
本
校
の
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
大
き
な
プ
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ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
決
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グ
ロ
ー
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な
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点
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体
的
に
チ
ャ
レ
ン
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で
き
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機
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増
や
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て
い
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た
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で
す

ね
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る
。

次
世
代
に
何
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つ
な
ぐ
か
、

常
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
考
え
る

広
島
女
学
院

同校の展望を語る校長･星野晴夫先生（左）
と高校教頭･渡辺信一先生（右）

教師と生徒の関わりの中にある大切なもの

広島県内唯一となるスーパーグローバル
ハイスクール（ＳＧＨ）指定校に！

名門私学探訪⑱ 広島女学院

中平先生が行う中２「生
物」の授業。オオカナダモ
に、ＢＴＢ溶液を用いて二
酸化炭素が光合成に使われ
ていることを確認する。身
近な生活の話を例に出しな
がら、うまく生徒たちの関
心をひきつけられていた

　2014年から文部科学省がスタートさせた新たな取り
組みは、将来、国際社会の中で幅広く活躍できる人材を
育成することだった。ビジネスの場はもちろん、地球サ
イズというグローバルな視点で物事をとらえ、その中で
課題を見つけ、解決に導くリーダーの育成でもある。こ
うくれば、まさに広島女学院の創設から現在に至る経緯
とぴったり重なりあう。世界に通じる語学教育と世界に
発信する平和へのアピールは、同校の存在意義に関わる
部分でもある。過去から未来へと、心でつなぐネットワ
ークは同校の真骨頂でもある。

SGH
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作家・森本順子さんの作品はオ
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築
46
年
と
い
う
高
校
校
舎
が
新
し
く
な
っ

た
の
が
２
０
１
０
年
。
地
上
４
階
建
て
、
中

央
に
は
吹
き
抜
け
の
あ
る
ラ
イ
ト
コ
ー
ト

（
光
庭
）
が
あ
り
、
２
階
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

テ
ラ
ス
な
ど
、
か
な
り
オ
ー
プ
ン
な
印
象
と

な
っ
て
い
る
。
竣
工
か
ら
３
年
、
生
徒
た
ち

が
使
い
始
め
て
し
っ
く
り
と
な
じ
ん
だ
よ
う

な
感
が
あ
る
。
設
計
は
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
設

計
事
務
所
。
世
界
的
な
建
築
家
、
フ
ラ
ン

ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
に
つ
い
て
来
日
し
、

以
後
、
日
本
国
内
で
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
関

連
の
建
築
に
関
わ
っ
た
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー

モ
ン
ド
（
１
８
８
８
〜
１
９
７
６
）
の
意
志

を
受
け
づ
く
設
計
事
務
所
で
あ
る
。
学
び
へ

の
配
慮
と
安
全
性
、
け
っ
し
て
主
張
し
す
ぎ

な
い
デ
ザ
イ
ン
は
、
ま
さ
に
レ
ー
モ
ン
ド
の

建
築
哲
学
そ
の
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。

　
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
に
は
礼
拝
が
あ
り
、
ゲ
ー
ン
ス
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
る
時
に
は
、
司
会
や
奏
楽
も
生
徒
が

行
う
こ
と
が
多
い
。
讃
美
歌
や
聖
書
朗
読
の

ほ
か
、
生
徒
が
「
感
話
」
と
し
て
自
ら
の
思

い
を
発
表
す
る
こ
と
も
あ
り
、
礼
拝
の
時
間

が
自
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
場
と
な
っ
て
い

る
。
平
和
教
育
を
軸
と
し
て
、
全
国
の
私
学

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
の
も
同
校
ら
し
い

特
長
で
、
兵
庫
県
の
啓
明
学
院
や
甲
南
女
子
、

名
古
屋
の
金
城
学
院
、
神
奈
川
県
の
フ
ェ
リ

ス
女
学
院
な
ど
と
も
交
流
が
あ
る
。
こ
う
し

た
つ
な
が
り
の
中
で
得
ら
れ
る
も
の
が
多
い

と
、
生
徒
た
ち
自
身
が
語
っ
て
く
れ
た
。

祈
り
を
通
じ
て
自
己
を
見
つ
め

他
者
と
の
関
係
を
考
え
る

広
島
女
学
院
の
学
校
生
活

図書館には、新たな世界を
広げてくれる扉がいっぱい！

豊かな感性を育む、同校の多彩なアクティビティー

名門私学探訪⑱ 広島女学院

なにやら緊張感が漂う図書館。中１「英語」は、先生の前で
一人ずつスピーキングのテストを行う。その間、他のみんな
はプリント教材で単語をしっかり覚える

昼休みの図書館は、
本好きの生徒たち
がいっぱい集まっ
てくる。同校では
司書のスタッフや
図書委員たちで作
る読書案内なども
充実、蔵書内容も
幅広い

書架の一角には、女学
院関係者による書物の
コーナーもある。創設
からのミッショナリー
に関する著書や、メデ
ィアでもなじみのある
卒業生の名もある。歴
史のある私学からは、
多くの卒業生が各界で
活躍している

思い思いに好きなことに取り組む
昼休みと放課後

図書委員たちお薦めの本として、自作の
帯やポップを作成して展示するなど、と
ても利用しやすい雰囲気になっている同
校の図書館。入口には、女学院の出身者
の紹介コーナーもあった。作家・堀辰雄
の婚約者で『風立ちぬ』に登場する里見
菜穂子のモデルになった矢野綾子さんや、
『ある奴隷少女に起こった出来事』（ハ
リエット・アン・ジェイコブス著）を訳
した堀越ゆきさん、さらには女優になる
前に同校の音楽教師をしていたという杉
村春子さんなどが紹介されていて、遠く
に思える文学や芸能の世界がとても身近
に感じることができる。将来の道は何を
きっかけに決まるかはわからないが、同
校の図書館には様々なヒントがあふれて
いる。

有名絵画を水彩画で自分なりにアレンジするのは
中２「美術」

吉田先生の中２「国語」では、教材に『論理エン
ジン』を使用し、多彩な国語的表現力を身につけ
る。この日は段落の要点をとらえるのが課題

音楽では合唱や合奏が行われていたが、時にはグループで自主的に練習を行うなど、常に他者との
関わりを通じて何かを学ばせようとする姿勢が感じられたのは良かった。毎年、「讃美歌コンクー
ル」が行われるのも同校らしいところだろう（写真右下）。芸術科目はもちろん、国語の授業でも
言葉の表現力を広げる工夫が随所に見られた。

中２「音楽」では長谷川先生がリコーダーを
指導中。名曲「コンドルは飛んでいく」を見
事な指使いで演奏する生徒たち

食堂といえば、何といっても五目中華（270円）。
同校の変わらぬ人気メニューの一つだ。麺類や丼
の種類も多い。カレーはライスのほか、うどん・
スパゲティーもＯＫ。ハヤシライスもある。手作
りパンや弁当なども販売されている

中学生は、圧倒的にお弁当を持参する生徒
が多いようだ。教室内だけでなく、廊下に
設けられたイスや中庭などで楽しいランチ
タイムを過ごす。食堂ではテイクアウトの
メニューもあるのがうれしい。同校はクラ
ブ活動がとても活発で、グラウンドでは多
くの運動系クラブがうまくスペースを分け
ながら効率よく練習をしていた。

体育館で華麗な技を見せて
くれたのは新体操部のみん
な。基礎的な反復練習もお
ろそかにしないあたりはさ
すが

茶室で作法を練習する茶道部（写真下）は、週１回の活動。室内
に漂う凛とした空気がとても心地よい

広島女学院

●〒730-0014 広島市中区上幟町11-32
●TEL 082-228-4131

2015年の入試日は１月21日（水）。募集定員は
200名。国語と算数はそれぞれ50分・120点で、
理科・社会は合わせて45分で実施（各50点）。
グループ面接も行われるようになる。

http://www.hjs.ed.jp
DATA

●交通／ＪＲ山陽本線・芸備線「広島駅」、
　徒歩12分。「広島バスセンター」下車、
　徒歩15分。
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